
①
し
⑰
は
す
べ
て
、
前
述
し
た
―
二
世
紀
前
葉
の
土
器
群
を
含
む
黒
褐
色
土

層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
①
し
③
の
木
簡
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。
④
し
⑮

は
将
棋
の
駒
で
、
こ
の
―
二
点
の
他
に
同
形
で
文
字
の
判
読
で
き
な
い
も
の
が

二
点
あ
り
、
都
合
一
四
点
出
土
し
て
い
る
。
⑯
は
習
書
で
「
歩
兵
」
を
連
書
し

て
い
る
。
参
考
ま
で
に
掲
載
し
た
墨
画
は
こ
れ
ら
の
木
簡
と
同
一
層
よ
り
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
箱
あ
る
い
は
枡
の
側
板
と
思
わ
れ
る
部
材
(
1
2
7

x
 
4
0
 x
 
6
)
 

の
片
面
に
女
性
の
全
身
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
ふ
く
よ
か
な
顔
立
ち
の
描
写
で

あ
る
が
被
り
物
・
衣
装
•
履
物
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
他
に
重
ね
書
き
さ
れ

た
絵
画
風
の
も
の
が
一
点
、
そ
し
て
筆
な
ら
し
の
よ
う
な
墨
の
残
る
も
の
が
一

点
あ
り
、
墨
書
・
墨
画
の
資
料
は
合
計
ニ
―
点
を
数
え
る
。

当
調
壺
地
点
の
遺
跡
と
し
て
の
性
格
は
確
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
位
置
や
年

代
、
そ
し
て
遺
物
の
内
容
よ
り
み
て
、
初
代
藤
原
清
衡
あ
る
い
は
二
代
基
衡
に

か
け
て
の
中
尊
寺
造
営
・
維
持
に
関
わ
る
僧
侶
や
工
人
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
平
泉
町
内
に
お
い
て
、
確
実
な
―
二
世
紀
前
葉
の
遺
構
・
遺

物
の
検
出
事
例
は
、
本
例
を
除
く
と
皆
無
で
あ
り
、
下
層
の
一
括
遺
物
は
良
好

平
泉
町
教
育
委
員
会
「
特
別
史
跡
中
尊
寺
境
内
金
剛
院
発
掘
調
査
報
告
書
』

（
一
九
九
五
年
）

9

関
係
文
献

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
及
川
司
）

頒
価

巻
頭
言

一
九
九
一
年
出
土
の
木
簡

概
要
平
城
宮
跡
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
平
城
京
東
市
跡

推
定
地
虐
招
提
寺
藤
原
京
跡
飛
鳥
池
遺
跡
四
条
遺
跡
長
岡
京
跡
①

長
岡
京
跡
②
長
岡
京
跡
③
遠
所
遺
跡
木
津
川
河
床
遺
跡
大
坂
城
跡

住
友
銅
吹
所
跡
桑
津
遺
跡
竜
華
寺
跡
高
槻
城
跡
堺
環
濠
都
市
遺
跡

屏
風
遺
跡
長
田
神
社
境
内
遺
跡
宅
原
遺
跡
袴
狭
遺
跡
①
袴
狭
遺
跡
②

（
旧
坪
井
遺
跡
）
光
明
寺
遺
跡
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
西
河
原
遺
跡
湯
ノ

部
遺
跡
石
川
条
里
遺
跡
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
小
茶
円
遺
跡

富
沢
遺
跡

多
賀
城
跡
円
福
寺
遺
跡
田
道
町
遺
跡
C
地
点
上
荒
屋
遺
跡
山
田
郷
内

遺
跡
稲
城
遺
跡
吉
野
口
（
鯉
山
小
）
遺
跡

三
日
市
遺
跡
長
登
銅
山
跡

空
港
跡
地
遺
跡
（
第
3
エ
区
）
雀
居
遺
跡
典
善
町
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
(
-
四
）

平
城
宮
跡
（
第
五
0
•

五
―
•

五
―
―
•六
三
次
）
上
田
部
遺
跡

郡
家
今
城
遺
跡
郡
家
川
西
遺
跡
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
高
瀬
遺
跡

考
古
資
料
と
し
て
の
古

代

木

簡

山

中

八

幡

林

遺

跡

等

新

潟

県

出

土

の

木

簡

小

林

木
上
と

片

岡

岩

本

下
級
国
司
の
任
用
と
交
通
ー
―
一
条
大
路
木
簡
を
手
が
か
り
に
ー
鈴
木

「

敦

燒

漢

簡

」

研

究

の

現

状

と

課

題

吉

村

彙
報

四
五
0
0
円

木

簡

研

究

第

一

四

号

〒
五

0
0
円

八

木

章
昌――
次
郎
景
二
昌
之 充
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